
古くは源平の戦いにも登場しますが、南北朝時代と戦国時代の戦いの舞台として有名で
す。南北朝の戦いでは新田義貞率いる南朝軍が後醍醐天皇の皇子・尊良親王・恒良親
王を奉じて立てこもりました。また、戦国時代には織田信長が朝倉攻めの際にこの城を
攻め落としたものの、浅井長政の裏切りに遭い撤退した所謂「金ヶ崎の退き口」の舞台
ともなりました。太平記の名所として古くから有名で、江戸時代には松尾芭蕉も訪れ「月
いづこ鐘は沈る海の底」の句を残しています。

ラムサール条約湿地　中池見湿地

湿地で見られる動植物

アカハライモリ

ミツガシワ デンジソウ オオニガナ

アキアカネミズトラノオサワオグルマ

トノサマガエル ニホンイシガメ

キタノメダカ チョウトンボ ノビタキ

・軽装（帽子・ズックなど）飲み物を持参しましょう。
・双眼鏡があるとより楽しめます。
・ゴミは持ち帰りましょう。
・野生動物と遭遇しないようクマ鈴などの携行をお勧めします。
・動植物はやさしく見守りましょう。
・急な下り坂や階段、滑りやすい場所もあります。

金ヶ崎トレイルを楽しく歩くために
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歩け ば会える豊かな自然、多様な動植物

トレイルで見られる動植物

春 夏 秋

絹掛崎

オウレン ササユリ コマユミの実

マンサク オカトラノオ ヤクシソウ

キンキマメザクラ オオアオイトトンボ ニホンリス

メジロ キビタキ ヤマガラ

天筒山城址史跡金ヶ崎城跡
金ヶ崎城の支城として一体的
に用いられていたと考えられて
います。信長の金ヶ崎攻めで
は天筒山を陥落させたことで
金ヶ崎城に籠った敦賀郡司・
朝倉景恒を降伏させています。

月見御殿から海を臨むと見える岬。開発以前の浜の面影が唯
一残る場所。南北朝の戦いで恒良親王が城を脱出する際、衣
を掛けたと伝わっています。

金ヶ崎古墳［円墳］
直径約15m、古墳時代前期（４世紀ごろ）の円墳。
明治42年に発見され、竪穴式石槨から漢鏡と直刀が出土しています。

金ヶ崎～天筒山の尾根状にはいくつもの古墳が築かれています。金ヶ崎古墳（古墳時代
前期・約15m）以外は未調査のため時期や正確な規模は不明ですが、市内でも有数規模
の大型古墳も複数見つかっています。山城築城の際にはこうした古い時代の土地改変
の痕跡も廓として利用しています。

古墳

天筒山古墳群（仮称）[前方後円墳]
明確に古墳と確認できる大型古墳が3基、その周辺にも古墳の可能性がある地形があります。(未調査)

歩 け ば 見 え て く る 地 形 に 刻 ま れ た 歴 史

金ヶ崎トレイルには、先人たちが地形・地質を活かし利用してきた城郭遺構が残されています。立札がある所も無い所もあるので、探してみましょう。

堀切（ほりきり）
尾根を断ち切るように設けられた堀です。金ヶ崎城跡では特に
大きな堀切を太平記の記述をもとに一の木戸～三の木戸と呼
称しています。

郭（くるわ）
兵が滞留するために設けられた平坦地。

切岸（きりぎし）
斜面を削って急傾斜に改変した遺構。

畝状竪堀（うねじょうたてぼり）

白い大地
金ヶ崎の北側では石灰が産出します。宝暦２年（1752年）に採
掘が始まり、泉村（現在の金ヶ崎町周辺）の重要産業となって
いました。その後、昭和初期に敦賀セメントが開業。現在もセ
メント生産が続けられています。

中池見湿地
天筒山

金崎宮

制作：東雲デザイン
協力：観光ボランティアガイドつるが　金崎宮
画像提供：敦賀市　羽鳥聡　田川亨

　　　   「金ケ崎宮」下車

斜面を攻めてくる敵が横移動しづらくなるよう、斜面に畑の畝
のように何本も溝を掘って作った防御施設です。焼米出土地の
ある平坦面の東側の斜面に集中的に掘られています。畝状竪
堀は室町～戦国期に特徴的な遺構で、朝倉氏が築いた城に多
用されていることが知られています。

　周囲を低山に囲まれた広さ25haほどの小さな湿地。昭和40年頃まで全域
で水田耕作が行われ、当時からの小さなため池や大小の水路などその多様
な水辺環境には90種以上の絶滅危惧種を含む約4000種の生き物が確認さ
れています。
　2012年、その生物多様性の高さに加え、袋状埋積谷という特異的な地形
や世界屈指の厚さ40ｍにも及ぶ泥炭層が地下に堆積していることから、「国
際的に重要な湿地」と認められ、ラムサール条約湿地に登録されています。

見られる遺構

敦賀市東部にある金ヶ崎トレイルは、史跡金ヶ崎城跡から天筒山、
ラムサール条約湿地中池見湿地に続く山の尾根道です。南北朝・
戦国時代の山城の遺構をたどりながら、四季折々に表情の変わる
豊かな自然に包まれる、敦賀の魅力たっぶりの金ヶ崎トレイルを
どうぞお楽しみください。

トレイルを歩いていると、場所によって木々や草花の種類の変化に気付きま
す。小鳥や時に小動物に出会うことも。

金ヶ崎城址
駐車場

敦賀 IC

中池見湿地
藤ヶ丘駐車場

P

P 8

8

敦賀
駅

いつでも楽しめる「金ヶ崎トレイル」。
ルートや季節により違った顔を見せてくれます。
身近で豊かな敦賀の歴史と自然を満喫しよう！

3.2km、2時間

金ヶ崎トレイルマップ
金ヶ崎～天筒山～中池見湿地

金ヶ崎トレイルについての情報は、
中池見ねっとホームページでご紹介しています。

右のQRコードを読み取ってアクセスしてください。

ATTENTION

金ヶ崎城址 駐車場まで
JR 敦賀駅より 徒歩 30 分
ぐるっと敦賀周遊バスで 10 分

北陸道敦賀 IC より 車で 10 分

中池見湿地 藤が丘駐車場まで
JR 敦賀駅より 徒歩 30 分
北陸道敦賀 IC より 車で 5分



樫曲へ

二の木戸跡

わくわく山からの
眺め8

中池見
人と自然のふれあいの里
ビジターセンター

天筒山トンネル
歩道あります

急な階段

急な階段

急な階段

500ｍ
6分

切通し

急な階段
アップダウンあり

シャガ群生地

金ヶ崎緑地

P

中池見　
人と自然のふれあいの里

藤が丘駐車場

永厳寺

金前寺

山の神神社

休憩所

P

春は花換まつりで
賑やか

自然観察広場

金崎宮

舞崎遺跡方面

標高 171.3m。
金ヶ崎城の支城である天筒山城があった
天筒山の山頂にある展望台。
360°ぐるっと見晴らし最高！
敦賀湾や中池見湿地が見渡せます。

天筒展望台 中池見湿地敦賀湾

月見御殿跡

P

金ケ崎公園
天筒山駐車場

ミツバツツジ

ササユリ

シュンラン

イチリンソウ

800ｍ
15 分

こもれびの道
160m
８分

３分
100ｍ

１ｋｍ
45分

300ｍ
10 分

100ｍ
4分

200ｍ
6分

1.2 ㎞
25 分

山の神神社から
永厳寺まで
30分

一般道
２㎞
25分

廃線跡に沿って
金ヶ崎に向かうと
途中に永厳寺の
参道があります

道沿いのところどころに竹ぼうきが。
気づいたらすぐ掃除できます。

秋にはシイの実が
いっぱい拾えます

こんもりした地形から
イメージしてみて下さい

View Point !

Photo Point !

View Point !

View Point !

View Point !

Photo Point !

Photo Point !
View Point !

北側には中池見湿地が、
南側には舞崎遺跡があった
天筒山城址南端まで見通せます。

ランプ小屋

人道の港
敦賀ムゼウム 赤レンガ倉庫

金ヶ崎城址駐車場
鴎ヶ崎

（金ヶ崎体験広場）

絹掛崎

セメント工場
前方後円墳

火力発電所 天筒山城址

ラムサール条約湿地
中池見湿地

廃線跡

天筒山一の
大ケヤキ

泉のお清水

いつでも楽しめる「金ヶ崎トレイル」。
ルートや季節により違った顔を見せてくれます。
身近で豊かな敦賀の歴史と自然を満喫しよう！

3.2km、2時間

金ヶ崎トレイルマップ
金ヶ崎～天筒山～中池見湿地

笹鼻池

8

中池見湿地の成り立ちが分かるパ
ネルや生き物の展示、休憩所があ
ります。近くのわくわく山からは
中池見湿地を一望できます。

ソメイヨシノ

金ヶ崎古墳

金ヶ崎城址
（月見御殿跡など）

焼米出土跡

一の木戸跡
二の木戸跡

三の木戸跡

愛宕神社

金崎宮
鴎ヶ崎

自刃見込地
（金ヶ崎経塚）

絹掛崎

金ヶ崎詳細図

春は野の花が
次々と咲き始めます。

至福井

至敦賀

墓地

P

天筒山

永厳寺本堂

泉の清水

稲荷神社

純銀阿弥陀如来
千手観音

8

永厳寺境内図

参道

金ヶ崎～天筒山～中池見湿地ルート

切通し～永厳寺ルート
山の神神社～永厳寺ルート

二の木戸～金崎宮ルート

天筒山駐車場ルート
サブルートSub Route

メインルートMain Route

160m
400m
1km
1.2km

3.2km

至敦賀駅

Photo Point !

ランプ小屋


